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『
榻
鴫
暁
筆
』
に
お
け
る
『
無
名
抄
』
摂
取
の
特
徴

小　

椋　

愛　

子

一
、
は
じ
め
に

　
『
榻
鴫
暁
筆
』
は
、
あ
る
一
定
の
構
成
を
有
し
な
が
ら
も
、
雑
纂
的
な
内
容
を
持
ち
、
辞
書
等
で
は
「
説
話
集
」
に
分
類
さ
れ
る
が
、
類
書
的

な
趣
を
持
つ
作
品
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、『
榻
鴫
暁
筆
』
所
収
の
説
話
の
典
拠
を
探
り
、受
容
と
変
容
の
あ
り
方
を
考
察
し
て
き
た
。
そ
し
て
、『
榻

鴫
暁
筆
』
全
体
と
し
て
、
依
拠
す
る
資
料
を
忠
実
に
引
く
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
、
典
拠
を
忠
実
に
引
き
な
が
ら
も
、
そ
れ

を
組
み
合
わ
せ
て
別
な
説
話
と
し
た
り
、
そ
こ
に
関
連
す
る
記
事
や
異
説
を
複
数
の
書
物
か
ら
添
加
し
た
り
し
て
、
元
の
説
話
と
は
異
な
る
読

み
を
読
者
に
提
示
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
依
拠
す
る
書
物
に
よ
っ
て
、
そ
の
受
容
の
方
法
や
摂
取
の
内
容
に
違
い
が
見
ら
れ
た
。

例
え
ば
『
三
国
伝
記
』
は
、
単
に
「
話
」
を
求
め
る
だ
け
で
な
く
、『
三
国
伝
記
』
の
解
釈
や
読
み
を
（
注
１
）、『

撰
集
抄
』
で
は
、
説
話
部
分
で
は
な
く
、

話
末
評
の
箇
所
を
積
極
的
に
摂
取
し
て
い
た
（
注
２
）。

こ
の
よ
う
に
、『
榻
鴫
暁
筆
』
編
者
は
、
依
拠
す
る
書
物
に
よ
っ
て
、
摂
取
す
る
内
容
を
変
え
て

お
り
、
用
途
に
合
わ
せ
て
資
料
を
使
い
分
け
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
、『
榻
鴫
暁
筆
』
に
引
か
れ
る
『
無
名
抄
』
の
記
事
に
注
目
し
た
い
。『
無
名
抄
』
は
歌
論
書
で
あ
る
が
、

説
話
的
な
要
素
も
多
く
含
ん
だ
書
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
書
を
ど
の
よ
う
に
受
容
し
て
い
る
の
か
、そ
の
方
法
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
ま
た
、『
榻
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鴫
暁
筆
』
全
体
と
し
て
、典
拠
と
な
る
書
名
を
記
す
場
合
と
記
さ
な
い
場
合
が
あ
る
が
、和
書
の
場
合
に
は
、書
名
を
記
さ
な
い
こ
と
が
多
い
。『
無

名
抄
』
の
場
合
も
、
書
名
は
記
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
著
者
で
あ
る
「
鴨
長
明
」
の
名
を
記
す
場
合
が
あ
る
。
こ
の
差
異
に
も
注
目
し
て
い

く
こ
と
と
す
る
。

　

な
お
、『
榻
鴫
暁
筆
』
の
本
文
は
、
市
古
貞
次
氏
校
注
『
榻
鴫
暁
筆
』（
中
世
の
文
学
・
三
弥
井
書
店
、
底
本
は
国
会
図
書
館
本
）
を
使
用
し
た
。

以
下
、
こ
れ
を
「
中
世
の
文
学
本
」
と
称
す
る
。
ま
た
、『
無
名
抄
』
の
本
文
は
、『
歌
論
集 

能
楽
論
集
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
・
岩
波
書
店
）

に
所
収
の
も
の
（
底
本
は
静
嘉
堂
文
庫
本
）
を
使
用
し
、
以
下
、「
大
系
本
」
と
称
す
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
引
用
に
当
た
っ
て
は
、
原
則
と

し
て
現
行
字
体
を
用
い
た
。

二
、『
榻
鴫
暁
筆
』
に
引
か
れ
る
『
無
名
抄
』
の
記
事

　

こ
こ
で
、『
榻
鴫
暁
筆
』
が
『
無
名
抄
』
を
摂
取
し
て
い
る
と
推
察
で
き
る
箇
所
を
確
認
し
て
お
く
。「
中
世
の
文
学
本
」
の
頭
注
で
指
摘
さ

れ
て
い
る
も
の
を
【
表
１
】
に
挙
げ
た
。【
表
１
】
は
、
頭
注
に
あ
る
も
の
を
巻
の
順
に
並
べ
、
便
宜
上
、
私
に
通
し
番
号
を
付
し
た
。
ま
た
、

巻
三
・
二
十
二
・
二
十
三
に
話
番
号
は
付
さ
れ
て
い
な
い
が
、
便
宜
上
、
私
に
話
番
号
を
付
し
［ 

］
書
き
で
記
し
た
。
さ
ら
に
、『
無
名
抄
』

の
表
題
は
「
大
系
本
」
に
従
い
、
こ
れ
も
章
段
に
番
号
を
私
に
付
し
た
。
よ
っ
て
、
市
古
氏
の
頭
注
で
記
さ
れ
る
章
段
番
号
や
表
題
と
は
異
同

が
あ
る
。
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【
表
１
】
頭
注
に
指
摘
の
あ
る
『
無
名
抄
』
の
箇
所

通
し
番
号

『
榻
鴫
暁
筆
』
の
巻
・
題

 

話
番
号
と
表
題

『
無
名
抄
』
の
章
段
番
号
と
表
題

①
 

巻
三

［
十
二
］
猿
丸
太
夫

三
十
七
「
猿
丸
大
夫
墓
事
」

②

 
巻
三

［
十
四
］
在
原
業
平

二
十
「
業
平
家
事
」

③

 
巻
三

［
十
六
］
和
泉
式
部 

赤
染
衛
門

六
十
七
「
式
部
赤
染
勝
劣
事
」

④

 

巻
三

［
十
七
］
大
輔　

小
侍
従

六
十
四
「
大
輔 

小
侍
従
一
双
事
」

⑤

 

巻
三

［
十
八
］
俊
成
卿
女　

宮
内
卿

六
十
五
「
俊
成
卿
女 

宮
内
卿
両
人
歌
読
替
事
」

⑥

 

巻
三

［
十
九
］
基
俊　

俊
頼

三
十
一
「
俊
頼 

基
俊
い
ど
む
事
」

⑦

 

巻
三

［
二
十
］
躬
恒　

貫
之

二
十
七
「
貫
之 

躬
恒
勝
劣
事
」

⑧

 

巻
三

［
二
十
一
］
人
麿 

赤
人

二
十
六
「
人
丸
墓
事
」

⑨

 

巻
三

［
二
十
三
］
文
殊 

妙
音
（
和
歌
の
箇
所
）
七
十
六
「
頼
実
数
寄
」、（「『
後
拾
遺
集
』
冬
」
の
指
摘
も
あ
る
）

⑩

巻
九  

似
類 

上

 

十
九 
小
野
小
町
首
（
和
歌
の
箇
所
）

七
十
七
「
小
野
と
は
い
は
じ
の
事
」、（『
和
歌
童
蒙
抄
』
七
の
指
摘
も

あ
る
）

⑪

巻
十
八　

楽
器

 

十
二　

和
琴

二
十
四
「
和
琴
起
事
」

⑫

第
十
九　

辞
分

廿
九
項
「
す
さ
む
」
の
中
の
和
歌

「
五
十
二
」（「
非
歌
仙
難
歌
事
」）
に
あ
る
、
長
守
が
ざ
れ
ご
と
歌
と

し
て
詠
ん
だ
歌
に
「
十
二
の
少
女
」
が
応
じ
た
話
を
挙
げ
、「
こ
れ
に

よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
し
て
い
る
。

⑬

巻
二
十　

異
名

 

六　

俊
成　

実
定 

六
「
無
名
大
将
事
」・
二
十
八
「
俊
頼
歌
傀
儡
云
事
」

⑭

巻
二
十
二　

草
木
付
香
之
類
［
三
］ 

薄

十
六
「
ま
す
ほ
の
薄
事
」

⑮

巻
二
十
二  

草
木
付
香
之
類

［
四
］ 

萩

七
十
五
「
為
仲
宮
城
野
萩
」

⑯

巻
二
十
三　

雑

［
二
十
三
」 

鼠
物
語

五
十
一
「
歌
人
不
可
証
得
事
」
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頭
注
に
指
摘
が
あ
る
も
の
は
、
以
上
で
あ
る
。
⑨
の
「
文
殊 

妙
音
」
は
、
両
者
の
勝
劣
の
論
の
後
に
付
さ
れ
る
和
歌
の
一
致
の
み
で
あ
る
が
、

そ
の
後
の
記
述
か
ら
、『
無
名
抄
』
の
「
頼
実
」
の
故
事
を
想
定
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
れ
は
、『
袋
草
紙
』
や
『
今
鏡
』
等
に
も
類
話

が
あ
る
が
、
こ
の
説
話
の
前
後
に
『
無
名
抄
』
が
多
く
引
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
無
名
抄
』
の
説
話
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
と
推
察
で
き
る
。

　

ま
た
、頭
注
で
指
摘
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、巻
三
［
十
三
］「
喜
撰
法
師
」
も
『
無
名
抄
』
三
十
九
「
喜
撰
住
事
」
の
影
響
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
巻
三
の
［
十
五
］「
蟬
丸
」
も
、『
無
名
抄
』
二
十
三
「
関
明
神
事
」
か
ら
発
想
を
得
て
い
る
と
推
察
で
き
、
特
に
、
そ
こ
に
挙
が
っ
て

い
る
和
歌
「
世
中
は
と
て
も
か
く
て
も
過
ぬ
べ
し･･････

」
は
『
無
名
抄
』
二
十
三
の
「
彼
の
藁
屋
の
跡
」
か
ら
着
想
を
得
た
と
考
え
ら
れ
る
。

本
文
を
直
接
的
に
引
用
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、『
無
名
抄
』
の
影
響
は
大
き
い
と
い
え
よ
う
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
箇
所

も
『
無
名
抄
』
と
関
わ
る
も
の
と
し
て
取
り
扱
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
榻
鴫
暁
筆
』
は
二
十
三
巻
あ
る
中
で
、
巻
三
、
九
、
十
八
、
十
九
、
二
十
、
二
十
二
、
二
十
三
で
『
無
名
抄
』
を
摂
取
す
る
が
、

数
で
言
え
ば
巻
三
が
最
も
多
く
、
そ
の
中
で
も
本
朝
（
ử
「
歌
人
」）
の
箇
所
に
集
中
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
巻
三
の
記
事
を
中
心
に
検
討
し
て

い
く
こ
と
と
す
る
。

三
、『
榻
鴫
暁
筆
』
の
巻
三
の
特
徴
と
『
無
名
抄
』
に
拠
る
記
事
に
つ
い
て

　

こ
こ
で
、
巻
三
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く

（
注
３
）。

巻
三
は
、
人
物
を
紹
介
す
る
巻
で
、
太
子
や
臣
下
を
、
天
竺
・
震
旦
・
本
朝
の
順
に
挙
げ
、
そ

の
後
に
仏
弟
子
や
仏
の
話
を
配
し
て
い
る
。
巻
二
も
人
物
の
巻
で
、
王
（
皇
帝
・
帝
）
な
ど
一
国
の
指
導
者
を
、
三
国
の
順
に
挙
げ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
構
成
か
ら
巻
二
と
巻
三
は
対
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
巻
二
は
、「
本
朝
」
の
後
に
仏
等
の
説
話
を
配
し
て
い
な
い
。

　

以
前
に
、『
榻
鴫
暁
筆
』
は
、
全
体
を
仏
教
で
ま
と
め
る
構
想
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
そ
の
際
に
、「
巻
一
」
を
例
に
挙
げ
、
各
説
話
の
末

尾
が
仏
教
で
総
括
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
れ
が
、
巻
の
説
話
配
列
に
ま
で
及
ん
で
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
（
注
４
）。
さ
ら
に
そ
の
よ
う
な
傾
向
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は
『
榻
鴫
暁
筆
』
全
体
に
見
ら
れ
、
な
か
で
も
『
法
華
経
』
と
関
わ
る
こ
と
で
ま
と
め
て
い
る
も
の
が
多
く
み
ら
れ
た
（
注
５
）。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
鑑
み
て
、
巻
三
の
末
尾
に
仏
等
の
説
話
を
配
し
て
い
る
こ
と
は
、
二
つ
の
巻
で
完
結
す
る
と
い
う
意
識
で
作
ら
れ
た
も

の
と
理
解
で
き
よ
う
。
次
に
、
巻
二
と
巻
三
の
表
題
を
、
私
に
三
国
等
に
分
類
し
て
点
線
で
区
切
り
、【
表
２
】
と
し
て
挙
げ
る
。

【
表
２
】
巻
二
と
巻
三
の
表
題

巻
二

巻
三

（
天
竺
）

一　

一
切
施
王

二　

修
樓
婆
王

三　

捨
身
大
王

四　

頂
生
王

五　

阿
育
大
王

六　

戒
日
大
王

七　

常
叡
王

（
天
竺
）

［
一
］
一
切
持
太
子

［
二
］
薩
埵
太
子

（
震
旦
）

八　

震
旦
中
古
三
皇

九　

五
帝

十　

夏
禹
王

十
一
唐
太
宗
皇
帝

（
震
旦
）

［
三
］
陳
思
王

［
四
］
宣
王
后

［
五
］
聖
武
后

［
六
］
孔
子 

顔
回 

荘
子

［
七
］
孫
武

［
八
］
弘
寅

［
九
］
李
将
軍

［
十
］
諸
葛
孔
明
付
仲
達

［
十
一
］
程
嬰 

杵
臼
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（
本
朝
）

十
二 
神
功
皇
后 

付
干
珠
満
珠

十
三 
延
喜
帝

（
本
朝
）

［
十
二
］
猿
丸
太
夫

［
十
三
］
喜
撰
法
師

［
十
四
］
在
原
業
平

［
十
五
］
蟬
丸

［
十
六
］
和
泉
式
部 

赤
染
衛
門

［
十
七
］
大
輔　

小
侍
従

［
十
八
］
俊
成
卿
女　

宮
内
卿

［
十
九
］
基
俊　

俊
頼

［
二
十
］
躬
恒　

貫
之

［
二
十
一
］
人
麿 

赤
人

（
仏
弟
子
・
仏
）

［
二
十
二
］
舎
利
弗 

目
連

［
二
十
三
］
文
殊 

妙
音

［
二
十
四
］
釈
迦 

弥
陀

　

各
巻
で
は
三
国
そ
れ
ぞ
れ
の
話
数
の
偏
り
が
大
き
い
。
し
か
し
、
巻
二
と
巻
三
を
合
わ
せ
て
み
る
と
、
天
竺
（
末
尾
の
仏
弟
子
・
仏
の
説
話

を
も
入
れ
て
）
の
説
話
が
十
二
話
、
震
旦
の
説
話
が
十
三
話
、
本
朝
の
説
話
が
十
二
話
と
な
り
、
各
話
数
の
偏
り
は
小
さ
く
な
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
も
、
巻
三
は
巻
二
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
【
表
２
】
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
巻
二
や
巻
三
の
前
半
は
、
一
人
の
人
物
に
焦
点
を
当
て
る
の
に
対
し
、
巻
三
の
［
十
六
］「
和
泉
式
部 

赤

染
衛
門
」
以
降
は
、す
べ
て
二
人
の
話
と
な
る
。
こ
れ
ら
は
、両
者
を
並
べ
て
、勝
劣
な
ど
を
論
じ
て
お
り
、そ
の
傾
向
は
末
尾
の
［
二
十
四
］「
釈

迦 

弥
陀
」
ま
で
続
く
。
巻
三
の
震
旦
で
［
十
］
や
［
十
一
］
な
ど
二
人
の
名
を
表
題
に
冠
し
た
説
話
は
あ
る
が
、二
人
を
一
組
と
し
た
話
な
ど
で
、

「
勝
劣
論
（
注
６
）」

の
記
し
方
と
は
異
な
る
。
明
ら
か
に
［
十
六
］
以
降
と
そ
の
前
で
は
、趣
を
異
に
し
て
い
る
。
こ
の
「
勝
劣
論
」
を
展
開
す
る
本
朝
（
ử

歌
人
）
の
一
群
は
、『
無
名
抄
』
を
摂
取
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、『
無
名
抄
』
か
ら
引
い
た
説
話
に
よ
っ
て
、
意
図
せ
ず
、
従
来
の
構
成
が
変
化
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し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
本
朝
の
初
め
、［
十
二
］
か
ら
［
十
五
］
は
一
人
を
中
心
と
し
た
話
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
基
本
的
に
こ

の
巻
二
・
三
は
「
一
人
」
を
論
じ
る
形
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
、『
無
名
抄
』
か
ら
勝
劣
の
話
を
引
い
た
こ
と
を
契
機
に
、

「
二
人
」
を
並
べ
て
論
じ
る
話
に
な
り
、さ
ら
に
そ
れ
が
続
く
［
二
十
二
］
か
ら
の
仏
弟
子
・
仏
の
説
話
に
も
継
続
さ
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、

『
無
名
抄
』
の
受
容
が
巻
の
構
成
を
変
化
さ
せ
る
要
因
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。  

　

こ
こ
で
、「
本
朝
」（
ử
歌
人
）
か
ら
「
仏
弟
子
・
仏
」
の
説
話
へ
の
流
れ
を
見
て
み
る
と
、
歌
人
の
最
後
の
［
二
十
一
］
で
、
こ
の
両
者
の

関
係
を
論
じ
た
あ
と
、
評
を
通
じ
て
、「
法
華
経
」
を
提
示
し
た
仏
教
論
で
総
括
し
な
が
ら
、
次
の
「
仏
弟
子
・
仏
」
の
説
話
群
に
つ
な
げ
て
い
る
。

こ
の
和
歌
か
ら
仏
教
へ
と
い
う
流
れ
は
、
中
世
の
特
徴
で
も
あ
り
、
こ
の
一
連
の
流
れ
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
本
朝
の
箇
所
で
歌
人
を
意
識
的

に
配
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。
続
く
「
仏
弟
子
や
仏
」
の
三
話
は
、「
勝
劣
論
」
を
軸
と
し
な
が
ら
、
論
を
展
開
す
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な

話
を
描
く
た
め
に
歌
人
の
後
半
か
ら
、
勝
劣
論
を
展
開
し
、『
無
名
抄
』
を
利
用
し
た
と
も
い
え
る
。
し
か
し
、
巻
二
・
巻
三
の
前
半
の
構
成
を

考
え
る
と
、『
無
名
抄
』
か
ら
「
勝
劣
論
」
を
引
い
た
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な
展
開
を
思
い
つ
い
て
構
成
を
修
正
し
た
か
、『
無
名
抄
』
の
内
容

に
影
響
を
受
け
、
意
図
せ
ず
、
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、『
無
名
抄
』
が
構
成
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
る
と
い
え
る
。

四
、『
無
名
抄
』
摂
取
の
諸
例

　

こ
こ
で
は
、
巻
三
の
各
説
話
と
『
無
名
抄
』
と
の
関
係
を
見
て
い
く
。『
無
名
抄
』
と
関
わ
る
箇
所
は
、
巻
三
で
十
一
話
あ
る
。
こ
れ
ら
に
お

け
る
『
無
名
抄
』
の
摂
取
の
仕
方
は
、
次
の
よ
う
に
分
類
で
き
る
。

　

１
、
説
話
の
典
拠
が
『
無
名
抄
』
の
み
の
も
の
（『
無
名
抄
』
の
一
段
を
『
榻
鴫
暁
筆
』
の
一
話
と
し
て
利
用
し
て
い
る
も
の
）。

　

２
、『
榻
鴫
暁
筆
』
の
一
話
の
大
半
は
『
無
名
抄
』
に
拠
る
が
、
そ
こ
に
他
書
か
ら
摂
取
し
た
も
の
を
加
え
て
い
る
も
の
。

　

３
、『
榻
鴫
暁
筆
』
の
一
話
の
大
半
は
『
無
名
抄
』
以
外
の
書
に
拠
る
が
、
そ
こ
に
『
無
名
抄
』
を
取
り
入
れ
て
い
る
も
の
。
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４
、
そ
の
他
ử
『
無
名
抄
』
の
本
文
は
引
か
な
い
が
、
影
響
を
受
け
て
い
る
も
の
や
和
歌
の
み
を
摂
取
す
る
も
の
な
ど
。

　

ま
た
、
こ
の
中
で
「
鴨
長
明
」
の
名
を
記
す
も
の
、
記
さ
な
い
も
の
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
１
か
ら
３
を
順
に
見
て
い
く
。
説
話
は
、【
表
２
】

の
番
号
で
記
す
。

　
　
１
、
説
話
の
典
拠
が
『
無
名
抄
』
の
み
の
例
（『
無
名
抄
』
の
一
段
を
『
榻
鴫
暁
筆
』
の
一
話
と
し
て
利
用
し
て
い
る
例
）

　

こ
れ
は
、［
十
六
］、［
十
七
］、［
十
八
］
が
該
当
す
る
。
比
較
す
る
と
、［
十
六
］
は
、
依
拠
す
る
『
無
名
抄
』
六
十
七
「
式
部
赤
染
勝
劣
事
」

が
長
編
の
た
め
、
要
約
す
る
形
で
引
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。『
無
名
抄
』
の
冒
頭
で
は

或
人
云
、「
俊
頼
の
髄
脳
に
、
定
頼
中
納
言
、
公
任
大
納
言
に
式
部
と
赤
染
と
が
劣
り
勝
り
を
問
は
る
。
大
納
言
い
は
く
、･･････

と
、「
或
人
」
が
、「
俊
頼
の
髄
脳
」
に
書
か
れ
て
い
る
「
定
頼
中
納
言
」
と
「
公
任
大
納
言
」
の
問
答
を
取
り
上
げ
る
形
と
な
っ
て
い
る
が
、『
榻

鴫
暁
筆
』
は
、

　
　

和
泉
式
部
と
赤
染
衛
門
が
お
と
り
ま
さ
り
を
定
頼
卿
、
父
の
公
任
卿
に
と
は
れ
し
に
、
公
任
卿
云･･････

と
、
直
接
、
こ
の
両
者
の
論
争
に
関
わ
る
「
定
頼
」
と
「
公
任
」
の
問
答
か
ら
記
し
、
そ
の
典
拠
は
問
題
視
し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
そ
の
際
、

公
任
が
定
頼
の
「
父
」
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
登
場
人
物
の
関
係
を
明
確
に
す
る
。
こ
の
後
も
『
無
名
抄
』
は
、「
中
納
言
」、「
大
納
言
」
と
官

職
で
記
す
が
、
そ
れ
を
、「
定
頼
卿
」、「
公
任
卿
」
と
名
前
で
記
す
こ
と
で
人
物
を
明
確
に
し
、
読
者
の
理
解
を
助
け
て
い
る
。
論
争
の
内
容
に

直
接
関
わ
ら
な
い
箇
所
は
、
大
幅
に
省
略
し
て
い
る
が
、
両
者
の
会
話
や
こ
の
論
争
の
前
提
と
な
る
部
分
は
、
ほ
ぼ
同
文
を
忠
実
に
引
く
。
話

の
重
点
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に
考
慮
し
て
要
約
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
但
し
、
末
尾
に
「
ま
こ
と
い
づ
れ
か
勝
さ
り
け
ん
」
と
『
無
名
抄
』

に
な
い
、
こ
の
説
話
に
対
す
る
評
を
添
加
す
る
こ
と
で
、
こ
の
説
話
の
解
釈
を
提
示
し
て
い
る
。

  

一
方
、『
無
名
抄
』
の
元
の
説
話
が
短
い
場
合
は
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の
か
。［
十
七
］
の
例
で
比
較
し
、
対
照
さ
せ
た
表
を
次
に
挙
げ
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る
。
こ
の
［
十
七
］
は
、『
無
名
抄
』
六
十
四
「
大
輔
小
侍
従
一
双
事
」
を
典
拠
と
し
て
い
る
。
表
で
は
、
句
読
点
や
カ
ギ
括
弧
な
ど
は
す
べ
て

外
し
た
。
以
下
、
比
較
の
表
は
こ
れ
に
従
う
。

『
無
名
抄
』
六
十
四
「
大
輔
小
侍
従
一
双
事
」

『
榻
鴫
暁
筆
』
巻
三
［
十
七
］「
大
輔　

小
侍
従
」

近
く
女
哥
よ
み
の
上
手
に
て
は
大
輔
小
侍
従
と
て
と
り
〴
〵
に
い

は
れ　
　
　
　
　

侍
き　

大
輔
は
今
少　

し
物
な
ど
知
り
て
根
強

く
よ
む
方
は
勝　

り　

小
侍
従
は
は
な
や
か
に
目
驚　
　

く
所

よ
み
据
ふ
る
こ
と
の
優
れ
た
り
し
な
り　

中
に
も
哥
の
返
し
す
る

事
誰
に
も
優　

れ
た
り
と
ぞ　

本
歌
に
い
へ
る
こ
と
の
中
に

さ
も
あ
り
ぬ
べ
き
所
を
よ
く
見
つ
め
て
こ
れ
を
返　

す
心
ば
せ
の

あ
ふ
か
た
き
も
な
き
と
ぞ　

俊
恵
法
師
は
申
し
侍
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
輔
小
侍
従
と
て
と
り
〴
〵
に
い

は
れ
た
る
歌
よ
み
侍
き　

大
輔
は　

す
こ
し
物
な
ど
し
り
て
ね
づ
よ

く
よ
む
方
は
す
ぐ
れ　

小
侍
従
は
花　

や
か
に
目
お
ど
ろ
く
と
こ
ろ

よ
み
す
ふ
る
方　

の
ま
さ
り　

し
な
り　

中
に
も
歌
の
返
事
す
る

事
誰
に
も
ま
さ
り
け
る
と
ぞ　

本
歌
に
い
へ
る
事　

の
中
に

さ
も
有　

ぬ
べ
き
所
を
よ
く
見
つ
め
て
是　

を
か
く
す
心
ば
せ
の

有　

が
た
き　
　
　
　

ぞ
と
俊
恵
法
師
は
い
へ
る
と
な
ん

　

比
較
す
る
と
、冒
頭
は
語
順
を
変
え
て
ま
と
め
る
が
、そ
れ
以
外
は
ほ
ぼ
同
文
で
、『
無
名
抄
』
の
一
段
全
体
を
摂
取
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

（
但
し
、
傍
線
部
分
の
「
返
す
」
と
「
か
く
す
」
の
異
同
が
あ
る
。）
波
線
部
分
は
、『
無
名
抄
』
諸
本
で
も
異
同
が
大
き
い
箇
所
で
、
諸
本
の
中

で
『
榻
鴫
暁
筆
』
に
近
い
表
現
も
見
ら
れ
る

（
注
７
）。
こ
の
よ
う
に
、
元
の
説
話
が
短
い
場
合
は
、
要
約
を
せ
ず
、
一
段
を
忠
実
に
摂
取
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、依
拠
す
る
元
の
説
話
の
分
量
に
よ
っ
て
、摂
取
の
仕
方
を
変
え
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、『
榻
鴫
暁
筆
』

編
者
が
『
無
名
抄
』
を
熟
読
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
た
。
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２
、『
榻
鴫
暁
筆
』
の
一
話
の
大
半
は
『
無
名
抄
』
に
拠
る
が
、
そ
こ
に
他
書
か
ら
摂
取
し
た
も
の
を
加
え
て
い
る
例

　

こ
れ
は
、［
十
二
］、［
十
九
］、［
二
十
］
が
該
当
す
る
。
ど
の
説
話
も
『
無
名
抄
』
の
一
段
を
引
き
、
そ
の
部
分
を
核
に
し
て
、
他
書
か
ら
の

話
題
を
添
加
し
て
い
る
。
他
書
を
添
加
す
る
場
所
は
、『
無
名
抄
』
か
ら
引
い
た
章
段
の
前
か
後
、
ま
た
は
、
そ
の
章
段
の
中
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
例
を
見
て
い
く
。

　
［
十
二
］
は
、『
無
名
抄
』
三
十
七
「
猿
丸
大
夫
墓
事
」
の
一
段
を
ほ
ぼ
同
文
で
引
き
、
そ
の
前
に
他
書
か
ら
取
っ
た
と
思
わ
れ
る
話
題
、「
本

朝
の
歌
仙
に
猿
丸
太
夫
と
申
侍
る
を
、
或
人
い
わ
く
、
弓
削
の
法
皇
の
な
り
し
は
て
の
名
な
り
と
い
へ
り
」
を
記
し
、
続
け
て
「
い
か
ゞ
侍
け
ん
、

し
り
が
た
し
」
と
評
を
も
添
加
す
る
。『
榻
鴫
暁
筆
』
全
体
の
傾
向
と
し
て
、
人
物
の
説
話
の
場
合
、
冒
頭
で
そ
の
人
物
の
系
図
・
系
譜
を
説
明

す
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ
こ
で
も
、
そ
の
姿
勢
に
通
じ
て
い
る
。
こ
の
「
弓
削
の
法
皇
」
の
説
は
『
古
今
和
歌
集
目
録
』
の
「
大
友
黒
主
」
の

項
に
、「
猿
丸
大
夫
第
三
子
云
々
。
或
人
云
。
猿
丸
大
夫
者
。
弓
削
王
異
名
云
々
。
在
二
万
葉
集
一

。
（
注
８
）」
と
あ
り
、『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
に
も
「
弓
削
王 

號
二
猿
丸

大
夫
一

」
（
注
９
）

と
み
え
る
こ
と
か
ら
、
当
時
、
人
口
に
膾
炙
し
て
い
た
説
で
あ
っ
た
と
推
察
で
き
る
。『
無
名
抄
』
の
「
一
段
」
に
そ
の
よ
う
な
説
を
加

え
る
こ
と
で
、
元
の
説
話
と
は
異
な
る
説
話
を
生
み
出
し
て
い
る
。

　
［
十
九
］
は
、『
無
名
抄
』
を
摂
取
し
た
後
に
、
他
書
か
ら
添
加
す
る
例
で
あ
る
。『
無
名
抄
』
に
依
拠
す
る
箇
所
は
、『
無
名
抄
』
三
十
一
「
俊

頼 

基
俊
い
ど
む
事
」
を
忠
実
に
引
い
て
い
る
。
但
し
、
冒
頭
の
「
或
人
云
」
は
取
ら
ず
、
二
人
の
対
立
の
箇
所
を
際
立
た
せ
て
い
る
。
比
較
の

表
を
挙
げ
る
。　
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『
無
名
抄
』
三
十
一
「
俊
頼 

基
俊
い
ど
む
事
」

『
榻
鴫
暁
筆
』
巻
三
［
十
九
］「
基
俊 

俊
頼
」　

或
人
云
基
俊
は
俊
頼
を
ば
蚊
虻
の
人
と
て
さ
は
い
ふ
共
駒
の
道
行

に
て
こ
そ　

あ
ら
め
と
い
は
れ
け
れ
ば　

俊
頼
返
り
聞
き
て

文
時　

朝
綱
よ
み
た
る
秀
哥
な
し　

躬
恒　

貫
之
作
り
た
る
秀
句
な

し
と
ぞ
い
は
れ
け
る

　
　
　

基
俊
は
俊
頼
を
ば
蚊
虻
の
人
と
て
さ
は
い
ふ
共
駒
の
道
行

二
て
こ
そ
は
あ
ら
め
と
い
は
れ
け
れ
ば　

俊
頼
返
り
聞　

て

文
時　

朝
綱
よ
み
た
る
秀
歌
な
し　

躬
恒　

貫
之
作　

た
る
秀
句
な

し
と
ぞ
い
は
れ
け
る

　

評
な
ど
も
加
え
ず
、
傍
線
部
分
「
こ
そ
」
と
「
こ
そ
は
」
の
違
い
以
外
は
同
文
で
、『
無
名
抄
』
の
「
一
段
」
を
そ
の
ま
ま
摂
取
し
て
い
る
。

そ
の
後
続
け
て
『
榻
鴫
暁
筆
』
は
、「
定
家
卿
も
「
金
吾
は
亡
父
の
師
な
れ
ど
も
、
な
ど
や
ら
ん
、
よ
み
口
は
同
日
の
対
論
に
及
ば
ず
。

･･････

」
と
、
こ
の
話
に
対
し
て
、「
俊
頼
」
の
優
秀
さ
を
強
調
す
る
説
を
補
足
す
る
。
こ
の
箇
所
は
、
頭
注
に
あ
る
よ
う
に
『
愚
秘
抄
』
と
内

容
が
重
な
る
。『
愚
秘
抄
』
の
流
布
本
（
群
書
類
従
本
（
（注

（
注

）
と
『
日
本
歌
学
大
系
』
所
収
の
一
冊
本

（
（注

（
注

（
以
下
、
一
冊
本
と
す
る
）
を
用
い
て
比
較
し

て
み
る
と
、
内
容
や
使
用
さ
れ
る
語
は
重
な
り
、
要
約
で
あ
ろ
う
こ
と
が
窺
わ
れ
る
が
、
違
い
も
大
き
い
（
（注

（
注

。
こ
の
『
愚
秘
抄
』
は
、「
二
条
家
」

の
秘
伝
書
と
し
て
広
ま
り
、
定
家
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
書
と
し
て
伝
わ
る
が
、
否
定
さ
れ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
「
定
家
偽
書
」
の
一
つ
と
さ
れ

る
作
品
で
あ
る
。
但
し
、
当
時
は
、「
定
家
」
の
書
と
し
て
、
流
布
し
て
い
た
と
推
察
で
き
る
。
そ
の
よ
う
な
書
を
も
っ
て
、『
無
名
抄
』
の
説

を
補
完
す
る
の
は
興
味
深
い
。
依
拠
す
る
『
無
名
抄
』
三
十
一
の
章
段
の
前
後
に
は
、
三
十
「
三
位
入
道
基
俊
成
弟
子
事
」
や
三
十
四
「
基
俊

僻
難
事
」
な
ど
、「
基
俊
」
と
「
俊
頼
」
を
巡
る
話
が
複
数
あ
る
。
し
か
し
、
敢
え
て
、
そ
れ
ら
の
総
括
と
な
る
よ
う
な
説
を
『
無
名
抄
』
以
外

に
求
め
る
。
そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
『
無
名
抄
』
が
核
で
あ
り
、
そ
の
補
足
と
し
て
『
愚
秘
抄
』
を
扱
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
い
ず
れ
に

し
て
も
［
十
二
］、［
十
九
］
と
も
に
、『
無
名
抄
』
の
一
段
の
枠
組
み
は
崩
さ
ず
、
堅
持
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

　

続
い
て
、『
無
名
抄
』
に
拠
る
箇
所
の
中
に
他
書
を
引
く
例
と
し
て
、［
二
十
］
を
見
て
い
く
。
こ
れ
は
、『
無
名
抄
』
二
十
七
「
貫
之
躬
恒
勝

劣
事
」
を
引
く
中
に
、
他
書
か
ら
取
っ
た
記
述
を
入
れ
て
い
る
。
そ
の
記
述
は
、
頭
注
に
あ
る
よ
う
に
、『
愚
秘
抄
』
の
本
文
が
近
い
。
但
し
、
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こ
の
箇
所
は
『
愚
秘
抄
』
の
一
冊
本
に
は
該
当
箇
所
が
な
い
た
め
、
流
布
本
（
群
書
類
従
本
（
（注

（
注

）
の
み
で
比
較
す
る
。
次
に
［
二
十
］
全
体
の
比

較
の
表
を
挙
げ
る
。

『
無
名
抄
』
二
十
七
「
貫
之
躬
恒
勝
劣
事
」

『
榻
鴫
暁
筆
』
巻
三
［
二
十
］「
躬
恒 

貫
之
」

俊
恵
法
師
語
り
て
云　

三
条　

大
相
国
非
違
の
別
当
と
聞
え
け

る
時
二
条
の
帥
と
二
人　

躬
恒　

貫
之
が
劣
り
勝
り
を
論
ぜ
ら
れ
け

り互
に
さ
ま
〴
〵
の
詞
を
尽　

し
て　
　
　
　
　

争
は
れ
け
れ
ど

さ
ら
に
こ
と
き
る
べ
く
も
あ
ら
ざ
り
け
れ
ば
帥
い
ぶ
か
し
く
思
ひ

て
御
気
色
を
取
り
て
勝
劣　

き
か
ん
と
て
白
河
院
に

御
気
色
給
は
る　

仰
云
我
は
い
か
で
か
定
め
ん 

俊
頼
な
ど
に
問
へ

か
し
と
仰
ご
と
有
り
け
れ
ば 

共
に
便
を
待
た
れ
け
る
程
に
二
三

日
有
り
て
俊
頼
参
り
た
り
け
り　

帥
こ
の
事
語
り
出
て 

初
め
争　
　

ひ
初
め　

し
よ
り
院
の
仰
の
趣　
　
　
　

ま
で
語
ら

れ
け
れ
ば
俊
頼
聞
き
て
た
び
〳
〵
打
う
な
づ
き
て　
　

躬
恒
を
ば 

な
侮　
　

り
給
ひ
そ
と
い
ふ　

帥
思
の
外
に
思
ひ
て
貫
之
が

劣　

り
侍
る
事
を
き
り
給
ふ
べ
き
な
り
と
責
め　
　

け
れ
ど

た
ゞ
同　

じ
や
う
に
躬
恒
を
ば
侮
ら
せ
給
ふ
ま
じ
き
ぞ
と
い
は
れ

け
れ
ば
お
な
し
こ
と
が
ら
聞
え
侍
り
を
の
れ
が
負
に
成
り
ぬ
る
に

こ
そ
と
て
辛
き
事
に
せ
ら
れ
け
り

躬
恒　

貫
之
が
勝
劣
の
事　

三
条
の
大
相
国
非
違　

別
当
と
聞
へ
け

る
時
二
条　

帥
と
二
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

論
ぜ
ら
れ
け

り互
に
さ
ま
〴
〵
の
詞
を
つ
く
し　

道
理
を
た
て
ゝ
諍
は
れ
け
れ
ど

更　

に
事　

切　

べ
く
も
あ
ら
ざ
れ　
　

ば

　

御
気
色
を
と
り　

此
事
を
き
ら
ん
と
て
白
河
院
へ
ぞ

奏
せ
ら
れ
け
る　

仰
云
我
は
い
か
で
か
定
め
ん　

俊
頼
な
ど
に
と
へ

か
し
と
勅
定　

有　

け
れ
ば 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

俊
頼
に

初
あ
ら
そ
ひ
そ
め
ら
れ
し
よ
り
院
の
仰
の
お
も
む
き
ま
で
か
た
ら

れ
け
れ
ば
俊
頼
き
ゝ
て　
　
　
　

打
う
な
づ
き　

度
々
躬
恒
を
ば

　

あ
な
づ
り
給
ふ
そ
と
い
ふ　

帥
思
の
外
に
思
ひ
て
貫
之
が

お
と
り
侍
る
事
を
切　

給
ふ
べ
き
な
り
と
せ
め
ら
れ
け
れ
ば

た
ゞ
お
な
じ
や
う
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぞ　

い
は
れ

け
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
れ
は
躬
恒
ま
さ
り
と
い
ふ
心

な
る
べ
し
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『
愚
秘
抄
』
上
（
群
書
類
従
本
）

躬
恒
が
住
吉
の
松
を
秋
風
の
歌

経
信
卿
の
松
の
し
づ
え
を
あ
ら
ふ
白
波
と
い
ふ
歌
は
い
づ
れ
の
す

が
た
と
定
め
申
べ
き
や
ら
ん 

こ
れ
ぞ
歌
の
中
道
と
は 

い
は
れ
ぬ

べ
き
た
ぐ
ひ
と
は
覚
侍
る 
但
是
は
晴
の
歌
の
體
な
り 

さ
れ
ば
誰

や
ら
ん

此
歌
の
た
と
へ
と
て
申
た
る
は

八
旬
有
余
の
老
翁
の
白
髪
な
る
が
錦
の
帽
子
に
紫
檀
の
よ
り
か
ゝ

り
に
虎 

皮
を
松
下
の
石
巌
に
敷
て
う
そ
ぶ
き
遠
見
し
て
和
琴
か

き
な
ら
す 

ひ
ゞ
き 

嵐　

時
々
音
信
通
へ
る
夕
暮
を
見
る

心
ち
す
る
歌
と
ぞ
申　

た
め
る
実
に
と
ぞ
お
ぼ
ゆ
る

頓
阿
法
師
書
た
る
物
に　

躬
恒
を
ば
定
家
卿
は
さ
ま
で
思
は
れ
ざ
り

し
と
い
へ
り　

し
か
あ
れ
ど　

定
家
卿
は 

躬
恒
が
住
よ
し
の
松
を
秋
か
ぜ
ふ
く
か
ら
に
と
い
へ
る
歌
を
ば

亡
父
申
さ
れ
し
は
た
と
へ
ば

八
旬
有
余
の
老
翁
の
し
ら
が
な
る
が
錦
の
帽
子
し
紫
檀
の
よ
り
か
ゝ

り
に
虎
の
皮
を
松
下
の　

巌
に
敷
て
う
そ
ぶ
き
遠
見
し
て
和
琴
か

き
な
ら
せ
る
ひ
ゞ
き
に
松
風
時
々
お
と
づ
れ
か
よ
へ
る
夕
暮
を
見
る

心
ち
す
る
歌
と　

申
さ
だ
め
る
誠
に
と
ぞ
覚
侍
る
と
か
ゝ
れ
た
り

『
無
名
抄
』
二
十
七
「
貫
之
躬
恒
勝
劣
事
」

鴨
長
明
も

　
　

躬
恒
は　
　

よ
み
口
ふ
か
く
思
は
れ
た
る
方
は

又
類
な
き
も
の　
　
　

ぞ
と
書
た
り
け
る 

誠
は
い
づ
れ
か
ま
さ
り（

（注

（
注

に
け
ん

真
に
躬
恒
が
こ
と
よ
み
口
深
く
思
入
り
た
る
方
は

又
類
な
き
者
な
り
と
ぞ

　

比
較
す
る
と
、『
無
名
抄
』
の
冒
頭
（
囲
み
部
分
）
の
「
俊
恵
法
師
語
り
て
云
」
を
取
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
も
の
と
同
様
に
、
即
座
に

両
者
の
勝
劣
の
内
容
を
記
し
て
い
る
。
最
初
に
「
躬
恒 

貫
之
が
勝
劣
の
事
」
と
記
し
、こ
の
話
の
要
点
を
分
か
り
や
す
く
し
て
い
る
。
ま
た
、「
三

条
大
相
国
」
と
「
二
条
の
帥
」
の
論
争
の
会
話
、「
俊
頼
」
の
言
葉
は
忠
実
に
引
く
が
、
網
が
け
部
分
の
俊
頼
が
二
、
三
日
た
っ
て
か
ら
来
た
こ
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と
や
誰
が
「
俊
頼
」
に
話
し
た
か
な
ど
、
直
接
、
勝
劣
の
論
争
に
関
わ
ら
な
い
箇
所
や
、「
俊
頼
」
の
言
葉
で
も
、
繰
り
返
し
に
な
る
と
こ
ろ
は

省
略
し
て
い
る
。
波
線
部
分
は
、
表
現
を
変
え
て
、
状
況
説
明
を
簡
潔
に
し
、
前
半
の
末
尾
で
は
、「
帥
」
が
負
け
た
よ
う
だ
と
す
る
と
こ
ろ
を
、

「
躬
恒
ま
さ
り
と
い
ふ
心
な
る
べ
し
」
と
結
論
を
断
定
し
て
い
る
。
そ
の
後
、「
頓
阿
法
師
書
き
た
る
物
に
」
か
ら
「･･････

か
ゝ
れ
た
り
」
ま

で
が
『
愚
秘
抄
』
に
依
拠
す
る
と
思
わ
れ
る
箇
所
で
あ
る
。『
愚
秘
抄
』
は
、
経
信
と
躬
恒
の
両
者
の
歌
を
挙
げ
る
が
、『
榻
鴫
暁
筆
』
で
は
、

躬
恒
の
み
の
歌
を
挙
げ
、
そ
の
意
を
強
め
て
い
る
（
（注

（
注

。
続
け
て
、「
鴨
長
明
」
の
名
を
記
し
、『
愚
秘
抄
』
を
引
く
直
前
の
『
無
名
抄
』
の
続
き
か

ら
を
取
る
。「
鴨
長
明
」
の
名
を
記
す
こ
と
で
、
こ
こ
か
ら
依
拠
す
る
資
料
が
変
わ
る
こ
と
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。
末
尾
で
は
、『
無
名
抄
』

に
な
い
「
誠
は
い
づ
れ
か
ま
さ
り
に
け
ん
」
を
付
す
こ
と
で
、
こ
の
一
話
の
一
定
の
解
釈
を
提
示
す
る
。『
無
名
抄
』
を
忠
実
に
引
き
な
が
ら
も
、

そ
の
摂
取
の
仕
方
や
そ
こ
に
評
や
他
書
の
記
事
を
加
え
る
こ
と
で
元
の
説
話
よ
り
も
判
断
材
料
を
増
や
し
、
解
釈
の
幅
を
広
げ
て
い
る
。

　

こ
の
［
二
十
］
の
例
は
、『
無
名
抄
』
の
箇
所
に
、
他
書
の
記
事
を
組
み
入
れ
る
が
、「
鴨
長
明
」
の
名
を
記
す
こ
と
で
『
無
名
抄
』
の
箇
所

を
他
書
と
厳
密
に
区
別
し
て
明
示
し
て
い
る
。
先
の
例
と
同
様
に
『
無
名
抄
』
の
一
段
の
枠
組
み
が
確
固
と
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
た
。

  　
３
、『
榻
鴫
暁
筆
』
の
一
話
の
大
半
は
『
無
名
抄
』
以
外
の
書
に
拠
る
が
、
そ
こ
に
『
無
名
抄
』
を
取
り
入
れ
て
い
る
例

　

こ
れ
は
、［
十
四
］
と
［
二
十
一
］
が
該
当
す
る
。
ど
ち
ら
も
、
一
話
の
大
部
分
は
『
無
名
抄
』
以
外
の
書
に
拠
る
が
、
そ
の
中
で
、
部
分
的

に
『
無
名
抄
』
か
ら
摂
取
す
る
。［
十
四
］
は
「
在
原
業
平
」
の
話
で
、
特
に
業
平
の
死
後
の
話
が
中
心
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
は
、
石
川
透
氏
（
（注

（
注

の

御
論
が
あ
る
よ
う
に
『
玉
伝
深
秘
巻
』
の
異
本
で
あ
る
『
金
玉
双
義
』
の
「
中
将
入
滅
記
」
と
ほ
ぼ
同
文
で
一
致
す
る
。
業
平
の
遺
骨
を
移
し

た
話
か
ら
墓
所
の
話
と
な
り
、そ
れ
に
続
く
「
業
平
の
居
所
」
に
つ
い
て
述
べ
る
箇
所
が
『
無
名
抄
』
二
十
「
業
平
家
事
」
に
拠
る
部
分
で
あ
る
。

こ
こ
は
、
石
川
氏
（
（注

（
注

が
「『
金
玉
双
義
』
と
の
関
係
と
同
様
に
、
一
言
一
句
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、『
無
名
抄
』

の
表
現
を
用
い
な
が
ら
要
約
し
て
引
く
が
、『
無
名
抄
』
の
章
段
の
末
尾
、
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世
末
に
は
か
ひ
な
く
て
、
一
年
の
火
に
焼
け
に
け
り
。   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
無
名
抄
』
二
十
「
業
平
家
事
」）

　
　

世
の
末
に
な
り
て
、
か
ひ
な
く
一
と
せ
の
火
に
焼
に
き
と
、
鴨
長
明
は
書
け
る
。   （『
榻
鴫
暁
筆
』［
十
四
］「
在
原
業
平
」）

ま
で
、
一
段
全
体
を
取
る
。
こ
の
よ
う
に
、
他
書
か
ら
摂
取
し
た
中
に
『
無
名
抄
』
か
ら
摂
取
し
た
も
の
を
入
れ
る
と
き
に
は
、「
鴨
長
明
は
書

け
る
」
と
「
長
明
」
の
名
を
記
し
、『
無
名
抄
』
の
箇
所
を
話
中
で
明
確
に
区
別
し
て
い
る
。
こ
の
〔
十
四
〕
は
、『
金
玉
双
義
』
の
「
中
将
入

滅
記
」
の
あ
と
、『
無
名
抄
』
を
引
き
、
そ
の
後
、『
金
玉
双
義
』
の
「
一
十
二
人
の
化
身
の
事
」
の
内
容
を
摂
取
す
る
（
（注

（
注

。『
無
名
抄
』
の
記
事
を

境
に
し
て
、『
金
玉
双
義
』
の
項
目
の
境
に
も
な
っ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。

　

ま
た
、［
二
十
一
］
は
、
市
古
氏
の
頭
注
に
あ
る
よ
う
に
、
全
体
は
『
三
五
記
』
等
に
依
拠
す
る
部
分
が
多
い
。
そ
の
中
で
人
麿
の
墓
所
を
説

明
し
て
い
る
箇
所
が
あ
り
、
そ
の
場
所
を
三
箇
所
（
（注

（
注

挙
げ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
、「
添
上
郡
」
に
あ
る
墓
所
の
論
拠
と
し
て
『
無
名
抄
』
二
十

六
「
人
丸
墓
事
」
を
引
く
。

人
丸
の
墓
は
大
和
国
に
有
り
。
初
瀬
へ
参
る
道
な
り
。
人
丸
の
墓
と
い
ひ
て
尋
ぬ
る
に
は
、
知
れ
る
人
も
な
し
。
彼
の
所
に
は
歌
塚　
　

と
ぞ
い
ふ
な
る
。				






（『
無
名
抄
』
二
十
六
「
人
丸
墓
事
」）

鴨
長
明
が
「
初
瀬
へ
ま
い
る
み
ち
に
あ
り
。
人
丸
が
墓
と
ゝ
へ
ば
し
れ
る
人
な
し
。
彼
所
に
は
歌
塚
と
ぞ
い
ふ
な
る
」
と
書
た
る
は　
　

此
所
の
事
か
。					





（『
榻
鴫
暁
筆
』［
二
十
一
］「
人
麿 

赤
人
」）

と
、
囲
み
部
分
以
外
は
『
無
名
抄
』
の
章
段
全
体
を
ほ
ぼ
同
文
で
引
き
、
こ
こ
も
「
鴨
長
明
」
の
名
を
記
す
こ
と
で
『
無
名
抄
』
の
箇
所
を
際

立
た
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
一
話
の
中
で
『
無
名
抄
』
の
占
め
る
割
合
が
小
さ
い
場
合
は
、「
長
明
」
の
名
を
必
ず
記
し
、『
無
名
抄
』
に

拠
る
箇
所
を
厳
密
に
区
別
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、
こ
の
場
合
で
も
、『
無
名
抄
』
の
一
つ
の
章
段
を
基
準
と
し
て
引
い
て
い
る
こ
と

が
確
認
で
き
た
。
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五
、
ま
と
め            

　

以
上
、
巻
三
を
中
心
に
、
各
説
話
が
『
無
名
抄
』
を
ど
の
よ
う
に
摂
取
し
て
い
る
か
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、『
無
名
抄
』
に
依
拠
す
る
箇

所
が
『
榻
鴫
暁
筆
』
の
一
話
の
中
で
占
め
る
割
合
に
よ
っ
て
、
摂
取
の
様
態
が
四
つ
に
分
類
で
き
、
編
者
が
明
確
な
意
識
を
も
っ
て
摂
取
し
て

い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、『
無
名
抄
』
を
摂
取
す
る
場
合
は
、あ
る
一
定
の
ま
と
ま
り
、章
段
の
「
一
段
」
を
基
準
に
し
て
引
い
て
お
り
、

そ
の
枠
組
み
を
堅
持
す
る
傾
向
が
窺
え
た
。

　

ま
た
、「
鴨
長
明
」
の
名
は
、『
榻
鴫
暁
筆
』
の
一
話
の
中
で
、
他
書
か
ら
摂
取
し
た
記
事
と
記
事
と
の
間
に
『
無
名
抄
』
を
組
み
入
れ
る
と

き
や
、
逆
に
、『
無
名
抄
』
か
ら
取
っ
た
一
段
の
中
に
、
他
書
か
ら
の
記
事
を
組
み
入
れ
る
場
合
に
必
ず
付
さ
れ
て
い
た
。「
長
明
」
の
名
を
付

す
こ
と
で
、『
無
名
抄
』
の
箇
所
を
他
書
と
厳
密
に
区
別
し
、
明
示
し
て
い
た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
『
無
名
抄
』
を
摂
取
す
る
と
き
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
話
」
の
内
容
を
取
る
だ
け
で
な
く
、
章
段
を
「
鴨
長
明
」
の
説
と

し
て
取
る
意
識
が
あ
り
、そ
の
枠
組
み
は
自
由
に
変
化
さ
せ
ら
れ
な
い
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、『
無
名
抄
』

の
章
段
の
枠
組
み
は
守
り
な
が
ら
も
、
編
者
が
評
を
加
え
た
り
、
関
連
す
る
事
柄
を
添
加
す
る
こ
と
で
元
の
説
話
の
読
み
や
解
釈
に
影
響
を
与

え
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
一
部
の
添
加
が
「
換
骨
奪
胎
」
に
つ
な
が
る
要
素
を
も
包
括
し
て
お
り
、
興
味
深
い
。

　

全
体
と
し
て
、
編
者
が
『
無
名
抄
』
の
内
容
に
精
通
し
て
い
て
、
各
説
話
の
意
図
や
目
的
に
合
わ
せ
た
摂
取
が
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、

摂
取
の
仕
方
に
規
則
性
が
あ
り
、一
貫
性
が
あ
る
こ
と
が
窺
え
た
。
こ
れ
は「
長
明
」へ
の
信
頼
度
の
高
さ
を
示
す
こ
と
に
な
ろ
う
か
。『
無
名
抄
』

を
『
金
玉
双
義
』
と
い
っ
た
中
世
古
今
注
や
『
愚
秘
抄
』、『
三
五
記
』
と
い
っ
た
「
定
家
偽
書
」
と
並
べ
て
引
い
て
い
る
の
も
そ
の
現
れ
と
い

え
る
が
、
こ
の
意
味
に
関
し
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
ま
た
、『
榻
鴫
暁
筆
』
の
中
に
は
、『
発
心
集
』
も
引
か
れ
る
。
以
前
に
『
三
国
伝
記
』

と
組
み
合
わ
せ
る
も
の
を
取
り
上
げ
た
が
、
そ
の
場
合
も
「
長
明
」
の
名
を
明
記
し
て
い
る
。
今
回
の
こ
と
と
合
わ
せ
て
「
長
明
」
が
ど
の
よ
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う
に
扱
わ
れ
て
い
る
の
か
は
、
別
稿
と
し
た
い
。

【
注
】

（
１
）
拙
稿
「『
榻
鴫
暁
筆
』
に
お
け
る
『
三
国
伝
記
』
の
位
置
」（『
愛
知
淑
徳
大
学
国
語
国
文
』
第
二
十
七
号
・
平
成
十
六
年
）。

（
２
）
拙
稿
「『
榻
鴫
暁
筆
』
の
表
現
ー
『
撰
集
抄
』
と
の
関
係
か
ら
ー
」（『
愛
知
淑
徳
大
学
国
語
国
文
』
第
二
十
六
号
・
平
成
十
五
年
）。

（
３
）『
榻
鴫
暁
筆
』
は
、「
二
十
三
巻
本
」、「
二
十
巻
本
」（
二
十
三
巻
本
の
巻
三
・
巻
十
・
巻
十
一
を
欠
く
）、「
榻
鴫
暁
筆
抄
」（
別
名
「
暁
筆
抄
」、

二
十
三
巻
本
の
巻
四
・
五
・
六
・
七
・
八
・
十
八
・
十
九
・
二
十
・
二
十
一
を
欠
く
）
の
三
形
態
が
知
ら
れ
る
。
二
十
巻
本
は
二
十
三
巻
本
の
「
巻

三
」、「
巻
十
」、「
巻
十
一
」
を
欠
く
が
、
巻
十
は
、「
似
類
下
」
の
巻
で
、
巻
九
の
「
似
類
上
」
と
対
を
な
す
巻
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
二
十
巻
本
は
、

欠
巻
の
三
つ
の
内
、
二
つ
が
対
に
な
る
巻
の
後
半
で
あ
る
。
諸
本
と
巻
の
構
成
の
関
わ
り
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
が
、
巻
三
に
関
す
る
こ
と

と
し
て
、
付
記
し
て
お
く
。

（
４
）
拙
稿
「『
榻
鴫
暁
筆
』
説
話
の
論
理
展
開
の
方
法
と
配
列
ー
巻
一
を
中
心
に
ー
」（『
愛
知
淑
徳
大
学
国
語
国
文
』
第
二
十
八
号
・
平
成
十
七
年
）。

（
５
）
拙
稿
「『
榻
鴫
暁
筆
』
に
お
け
る
『
法
華
経
』
重
視
の
姿
勢
ー
「
本
門
」
を
め
ぐ
っ
て
ー
」（『
愛
知
淑
徳
大
学
論
集
ー
文
学
部
・
文
学
研
究
科
編
』

第
三
十
一
号
・
平
成
十
八
年
）。

（
注
４
）
と
合
わ
せ
て
「
巻
一
」
が
全
体
の
巻
の
構
成
の
縮
図
と
な
っ
て
お
り
、「
巻
一
」
と
末
尾
の
「
巻
二
十
三
」
で
は
、
他
の
巻
よ
り
も
『
法

華
経
』
に
関
す
る
語
が
多
く
散
見
し
、
作
品
の
構
想
と
し
て
仏
教
で
全
体
を
総
括
す
る
意
図
が
明
確
に
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。

（
６
）
二
人
を
並
べ
て
評
し
て
い
る
箇
所
は
す
べ
て
「
勝
劣
論
」
の
箇
所
と
し
て
扱
う
。

（
７
）
こ
の
箇
所
の
主
な
諸
本
の
異
同
を
簗
瀬
一
雄
氏
著
『
無
名
抄
全
講
』（
加
藤
中
道
館
・
昭
和
五
十
五
年
）
か
ら
挙
げ
て
お
く
。「
あ
り
か
た
き
に
こ

そ
と
そ
」（
呉
文
炳
氏
旧
蔵
本
）、「
あ
り
か
た
き
も
な
き
ぞ
と
ぞ
」（
山
口
県
立
図
書
館
蔵
弘
安
奥
書
本
や
版
本
）、　
「
有
か
た
き
も
な
き
と
そ
」（
蓬

左
文
庫
本
）、「
あ
り
か
た
き
と
そ
」（
群
書
類
従
本
）
な
ど
。

（
８
）
引
用
は
『
群
書
類
従
』
第
十
六
輯
に
よ
る
。
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（
９
）
引
用
は
『
群
書
類
従
』
第
五
輯
に
よ
る
。

（
10
）『
群
書
類
従
』
第
十
六
輯
に
よ
る
。

（
11
）
佐
佐
木
信
綱
氏
編
『
日
本
歌
学
大
系
』
第
四
巻
（
風
間
書
房
・
昭
和
三
十
七
年
）。

（
12
）
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
流
布
本
よ
り
、
一
冊
本
の
方
が
近
い
よ
う
で
あ
る
。

（
13
）
引
用
は
（
注
10
）
に
同
じ
。

（
14
）
こ
の
後
、
別
記
文
で
「
私
云
、
定
家
卿
小
倉
山
庄
の
色
紙
、
百
人
の
内
に
躬
恒
を
い
れ
ら
れ
ざ
る
は
、
彼
卿
の
心
に
さ
ま
で
思
は
れ
ざ
り
け
る
か

と
、
頓
阿
は
く
れ
〴
〵
書
れ
た
り
。･･････

」
と
続
く
。
定
家
が
躬
恒
を
そ
れ
ほ
ど
評
価
し
て
い
な
か
っ
た
と
読
め
る
が
、「
百
人
の
内
に
躬
恒
を

い
れ
ら
れ
ざ
る
」
は
、
疑
問
が
残
る
。

（
15
）『
愚
秘
抄
』
は
、
表
の
引
用
箇
所
の
後
に
、
経
信
の
「
ま
つ
の
し
づ
え
」
の
歌
に
つ
い
て
「
躬
恒
が
歌
の
対
座
に
ゐ
て
事
を
議
す
べ
き
歌
な
り
と

随
分
自
讃
し
侍
り
け
る
と
か
や
。
さ
れ
ど
す
こ
し
作
者
の
所
存
よ
り
は
。
を
と
れ
る
歌
な
る
べ
し
。」
と
し
て
お
り
、
躬
恒
の
歌
を
よ
り
評
価
し
て

い
る
。

（
16
）
石
川
透
氏
「『
榻
鴫
暁
筆
』
の
在
原
業
平
記
事
」（『
江
戸
川
女
子
短
期
大
学
教
員
研
修
会
会
報
』
第
三
号
・
平
成
五
年
）。

（
17
）（
注
16
）
の
御
論
に
指
摘
が
あ
る
。

（
18
）（
注
17
）
に
同
じ
。

（
19
）
こ
の
墓
所
を
三
箇
所
挙
げ
る
箇
所
は
、
頭
注
に
指
摘
は
な
い
が
、『
玉
伝
深
秘
巻
』
に
類
似
の
本
文
が
見
ら
れ
る
。


